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将来の物質・材料の研究開発を支える手法としてマテリアルズインフォマティクス (MI) が注

目を集めているが、MI はあくまでも研究開発を支えるための手段であり、将来の物質・材料の

研究開発をどのようにしたいのか、あるいはどうあるべきかと言ったことを議論しなければなら

ない。そのような観点から、将来の物質・材料の研究開発のあるべき姿を考えたとき、1) 研究開

発あるいは科学法則発見の自動化、2) 研究開発のための自律的なロボット技術、3) 材料研究のた

めの AI 技術、4) 材料データの収集・統合・公開のためのインフラ、5) マルチスケール・マルチ

モーダルでの材料評価、についての研究開発を進めることが喫緊の課題であると考えている。 

本講演ではマルチスケール・マルチモーダルでの材料評価について議論する。X 線や中性子を

はじめとした量子ビームを用いた計測は物質・材料のマルチスケール・マルチモーダルでの評価

に不可欠である。近年のハイスループット計測の進展により、計測自体の高速化や効率化は飛躍

的に進んだ。しかしながら、材料計測の本質は材料研究にとって有用な情報を抽出することであ

り、単にハイスループットで計測を行い、大量の計測データを収集するだけでは材料研究の効率

化につながらない。講演では、材料計測において時間・コストあたりに得られる情報を最大化す

るための方法論を議論する [1-4]。計測のハイスループット化が進む一方で、計測データ解析は熟

練した専門家により人手で行われている場面がほとんどであり、材料の研究開発の効率化におけ

るボトルネックとなっている。インフォマティクスを活用したハイスループット計測・解析によ

り、研究者を単純作業などの労力から解放し研究活動に専念できるようにするほか、従来は熟練

した専門家しか出来なかった材料計測・解析が誰にでも可能になるコモディティ化が進む、この

ことにより計測・解析結果の再現性が担保されるため、材料科学の進展に欠かせない技術になり

うる。 
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